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国
土
交
通
省
は
十
月
二
十

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

当
日
は
大
澤
会
長
を
は
じ

下
水
道
部
で
記
者
会
見
を
開

き
、
新
た
に
開
始
す
る
「
下

水
道
技
術
研
究
開
発
公
募
」

（
Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
）
に
つ
い
て
発
表
し
た
。

地
域
ご
と
に
異
な
る
政
策
課

題
を
解
決
す
る
た
め
、
大
学

な
ど
の
研
究
機
関
が
も
つ
先

め
、
粕
谷
明
博
専
務
理
事
、

松
本
淳
司
常
務
理
事
が
厚
労

省
に
出
向
き
、
塩
崎
厚
労
相

と
面
談
し
て
要
望
書
を
手
渡

し
た
。

全
管
連
に
所
属
す
る
組
合

員
企
業
は
大
地
震
や
集
中
豪

雨
な
ど
の
災
害
時
に
い
ち
早

く
現
場
に
駆
け
つ
け
、
水
道

事
業
者
と
連
携
し
て
応
急
給

水
・
応
急
復
旧
活
動
を
展
開

す
る
な
ど
地
域
の
最
前
線
で

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
に
努

端
的
な
技
術
の
活
用
や
実
用

化
を
め
ざ
し
て
①
食
と
下
水

道
の
連
携
②
下
水
再
生
水
利

用
③
下
水
処
理
に
お
け
る
微

生
物
電
池
活
用
に
関
す
る
技

術
研
究
開
発
―
―
の
三
つ
の

提
案
を
募
集
す
る
。

ガ
イ
ア
は
ギ
リ
シ
ア
神
話

め
て
い
る
。
平
時
で
も
緊
急

に
登
場
す
る
地
母
神
で
大
地

の
象
徴
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
上
の
あ
ら
ゆ
る
事
が
そ
の

上
で
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

母
な
る
女
神
と
し
て
篤
く
崇

拝
さ
れ
た
。

そ
の
名
を
冠
し
た
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
女
神
の
愛
と
光

漏
水
修
繕
工
事
な
ど
国
民
の

安
心
・
安
全
な
生
活
基
盤
を

守
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。

を
受
け
て
下
水
道
界
が
発
展

し
、
新
し
い
世
界
を
創
っ
て

い
く
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
先
進
的

取
り
組
み
は
河
川
分
野
で
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
下

水
道
分
野
で
は
今
回
が
初
の

試
み
と
な
る
。

実
施
要
領
に
よ
る
と
、
応

募
資
格
は
大
学
な
ど
の
研
究

機
関
（
大
学
共
同
利
用
機
関

法
人
を
含
む
）
ま
た
は
下
水

道
部
長
が
委
託
研
究
を
行
う

こ
と
を
認
め
た
個
人･

団
体
。

し
か
し
公
共
投
資
の
減
少

な
ど
で
競
争
が
激
化
し
、
組

合
員
企
業
の
疲
弊
や
就
労
環

境
の
悪
化
で
若
年
入
職
者
が

減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況

に
直
面
し
て
い
る
。
組
合
員

企
業
が
将
来
に
わ
た
っ
て
地

域
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た

め
に
は
年
間
を
通
じ
て
安
定

的
に
工
事
が
発
注
さ
れ
、
健

全
経
営
に
よ
る
業
務
の
安
定

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
不
可

欠
だ
。

水
道
事
業
の
現
状
を
み
る

と
、
高
度
経
済
成
長
期
に
整

備
さ
れ
た
施
設
の
老
朽
化
に

伴
い
巨
大
地
震
に
備
え
た
管

路
の
耐
震
化
な
ど
の
更
新
・

維
持
管
理
事
業
が
早
急
に
求

め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
少

子
高
齢
化
に
伴
う
人
口
減
少

な
ど
で
水
道
事
業
体
の
給
水

利
益
は
減
少
傾
向
で
推
移

し
、
今
後
も
逼
迫
し
た
財
政

の
改
善
は
見
込
め
な
い
見
通

し
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
今
回
の
要
望
で
は
疲
弊

し
た
地
方
経
済
の
活
性
化
や

雇
用
の
安
定
・
確
保
、
災
害

に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
新
た
に
設

費
用
負
担
の
限
度
額
は
一
技

術
あ
た
り
五
百
万
円
程
度
で

履
行
期
間
は
契
約
締
結
日
の

翌
日
か
ら
来
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

応
募
締
切
は
十
一
月
二
十

八
日
。
実
施
要
領
は
同
省
下

水
道
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

審
査
は
透
明
性
・
公
平
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
な

ど
か
ら
な
る
下
水
道
評
価
委

員
会
で
行
う
。

記
者
会
見
で
は
加
藤
裕
之

け
ら
れ
た
「
新
し
い
日
本
の

た
め
の
優
先
課
題
推
進
枠
」

に
よ
る
水
道
事
業
広
域
化
等

推
進
費
補
助
の
概
算
要
求
額

が
満
額
確
保
で
き
る
よ
う
強

く
求
め
た
。

ま
た
指
定
給
水
装
置
工
事

事
業
者
に
つ
い
て
は
水
道
使

用
者
に
よ
る
修
繕
工
事
な
ど

の
依
頼
に
応
じ
な
か
っ
た

り
、
法
外
な
料
金
を
請
求
し

た
り
、
あ
る
い
は
水
道
事
業

者
か
ら
所
在
の
確
認
が
と
れ

な
い
な
ど
一
部
の
不
適
格
業

者
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
依
然

と
し
て
増
加
し
て
い
る
。
こ

れ
を
放
置
す
れ
ば
安
全
な
給

水
サ
ー
ビ
ス
が
損
わ
れ
、
将

来
的
に
水
道
の
信
頼
性
の
低

下
に
つ
な
が
る
と
強
く
懸
念

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
全
管
連
は
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
技

術
力
・
施
工
力
の
確
保
な
ど

業
界
健
全
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
一
段
と
強
化
す
る
と

と
も
に
、
実
体
の
な
い
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
を
排

除
し
、
水
道
利
用
者
が
安
心

し
て
工
事
を
依
頼
で
き
る
よ

う
登
録
更
新
制
度
の
創
設
を

要
望
し
た
。

同
省
下
水
道
部
流
域
管
理
官

が
「
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今

年
一
番
や
り
た
か
っ
た
も
の

だ
。
下
水
道
界
の
人
材
育
成

を
進
め
る
に
は
若
い
世
代
に

下
水
道
の
魅
力
を
伝
え
る
必

要
が
あ
る
。
研
究
そ
の
も
の

に
も
期
待
し
て
い
る
が
、
そ

れ
を
通
じ
て
下
水
道
界
に
人

が
集
ま
り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る

大
学
の
あ
る
地
域
が
活
性
化

す
る
こ
と
に
大
い
に
期
待
し

て
い
る
」
と
述
べ
、
積
極
的

な
応
募
を
呼
び
か
け
た
。
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加藤流域管理官

塩崎厚労相に要望書を手渡す大澤会長㊧

����������������� ������������ 全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の
大
澤
規
郎
会
長
は
十
月
二
十
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
を
訪

れ
、
塩
崎
恭
久
厚
労
相
に
平
成
二
十
七
年
度
水
道
関
係
予
算
な
ど
に
関
す
る
要
望
を
行
っ
た
。
既
存
施
設
の
老
朽

化
が
進
行
し
、
耐
震
化
な
ど
の
更
新
が
急
務
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
概
算
要
求
の
満
額
確
保
を
求
め
る

と
と
も
に
、
適
正
な
人
材
の
確
保
・
育
成
を
図
り
、
水
道
利
用
者
が
安
心
し
て
工
事
を
依
頼
で
き
る
よ
う
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
の
登
録
更
新
制
度
の
創
設
を
訴
え
た
。
（
３
面
に
関
連
記
事
）
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